
低学年では… 

 「早寝早起き」「規則正しい食事」など基礎的な生

活習慣を身に付けることが学習習慣の定着に欠かせ

ません。家庭の助けを借りながら、学校での学習を受

け、学習内容や方法を決め、できたことをほめること

によって興味・関心を引き出し、意欲を高めることが

できます。 

 

保護者の皆様へ 

目標：自宅で決まった時間の学習をする 

  

学習の特徴 

◎ ４５分１時間とした授業の中で、「読み、書き、計算」などの基礎的・基本的な

内容を学習します。その中には繰り返し練習することで力がつく学習内容がたく

さんあります。 

◎ 「正しい姿勢で座る」「鉛筆を正しく持つ」「明日の授業の準備をする」「身の

回りの整理整頓をする」ことが、学習の基本になります。 

◎ 生活と結び付いた学習が多く、具体物を使ったり、実際に体験したりする学習が

中心になります。 

家庭での支援 

◎ 学習を始める前にテレビなどを消し、集中できる環境をつくりましょう。 

◎ 学習する前に、学習する場所の整理整頓をさせましょう。 

◎ 学校からの連絡、お便り、明日の準備などを子どもと一緒に確かめることが大切

です。 

◎ 学習時間を決めて、家庭学習をするときは、なるべく近くにいてあげましょう。 

◎ まずは、毎日宿題をやりきらせることを続けましょう。やり遂げたものは、必ず

見てあげましょう。 

◎ 一緒に買い物をしたり、時計を読んだりしながら、子どもの生活経験を増やしま

しょう。 

家庭での学習の目安 

毎日４０分以上 

睡眠時間の目安 

９時間以上 

就寝時刻の目安 

午後９時まで 



 

１ きょうの じゅぎょうの ふくしゅうや よしゅう 
① きょうの じゅぎょうで、 学しゅうしたところを よみましょう。 

② あした 学しゅうするところを 見たり、よんだりしましょう。 

③ まちがえたところや、にがてなところを もういちど ふりかえりましょう。 

④ まえの 学年の 学しゅうの ふりかえりも やってみましょう。 

２ よみのれんしゅう・どくしょ 
① おんどくは、おうちの人に きいて もらいましょう。 

② おんどくは、大きな こえで はっきりと きもちをこめて よみましょう。 

③ としょかんで いろいろな本を かりて、たくさん よみましょう。 

  おもしろかったところや、すきなところを おうちの人に はなしましょう。 

３ かくれんしゅう 
① きょうかしょなどの おてほんを よく見て、たくさんかいて おぼえましょう。 

② もじのかたち・ひつじゅん・よみかたに きをつけて、ていねいに かきましょう。 

③ にっきや さくぶんにも チャレンジして みましょう。 

４ けいさんのれんしゅう 
① けいさんの もんだいを、ノートに ていねいに しましょう。 

② まちがった もんだいは、かならず できるまで やりなおしましょう。         

③ スピードをつけて、まちがえず できるように なるまで やってみましょう。 

５ そのほかの学しゅう 
① どうぶつや しょくぶつなどの かんさつを してみましょう。    

② たのしかったことや うれしかったことなどを えにっきに かいてみましょう。 

③ けんばんハーモニカを、れんしゅうしてみましょう。 

 

◎学しゅうが おわったら、じかんわりを たしかめて あしたの じゅんびを 

きちんとして、おうちの人に たしかめてもらいましょう。         

◎学校からの おてがみや プリントは、おうちの人に わたしましたか？ 

「つづけることはちからなり！」まいにち つづけることが たいせつです！ 

 

 ◎きまったじかんに、しずかなところで！ 
◎まいにち、４０ぷんいじょうを もくひょうに！ 

◎じぶんで かんがえて おべんきょうが できる人は、 

おうちの人と そうだんしながら やってみよう！ 
☆正しいしせいや 正しいえんぴつの もち方は、できていますか？ 
☆つくえの上や まわりは、かたづいて いますか？ 

やくそく 

たらぎっ子１，２年生のみなさんへ 

 


